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３月 15 および 25 日に、APRU Multi-Hazards Webinar Series: Looking ahead to 

the 2nd decade of recovery after the GEJET をオンラインで開催し、118 名（登録

218 名）が聴講しました。15 日に、当研究所から江川新一教授（災害医療国際協力学分

野）、マリ・エリザベス准教授（国際研究推進オフィス）、また 25 日には、小野裕一教授

（2030 国際防災アジェンダ推進オフィス）、ゲルスタ・ユリア助教（災害文化アーカイブ

研究分野）が以下のタイトルで講演を行い、泉貴子准教授（国際防災戦略研究分野）がモデ

レーターを務めました。 
 

3 月 15 日 

⚫ “Multi-hazard resilience in the aging era” 江川新一教授 

⚫ “Post-Disaster Housing Reconstruction in Japan After 3.11”  

マリ・エリザベス准教授  

3 月 25 日 

⚫ “World Bosai Walk Tohoku +10” 小野裕一教授 

⚫ “School Disaster Memorials and disaster dducation after the 2011 Great 

East Japan Earthquake”     ゲルスタ・ユリア助教 
 

15 日のセッションでは、江川教授より、今後は「高齢化社会における防災」という視点

を考慮しつつ、高齢者と一緒に防災活動を計画することが重要であるとの指摘がされました。

またマリ准教授は、被災地の現在の復興状況を多くの写真を用いて紹介し、被災地の長期

的・持続的な復興を実現するには、復興を「持続可能なコミュニティ」の課題としてとらえ

る必要があることを強調しました。 

25 日のセッションでは、小野教授より現在実施中の「防災ウォーク」についての紹介が

ありました。また、2023 年 3 月 10－13 日の開催予定の「世界防災フォーラム」に多く

の方にご参加いただき、ぜひ被災地を訪問していただきたいとのメッセージが発信されまし

た。ゲルスタ助教は、東北地方の震災遺構、特に被災した小学校を震災遺構として活用して

いる場合、それぞれが異なる目的やメッセージが語り継がれていることが紹介されました。 

東日本大震災から 11 年がたち、復興のニーズも変化しています。今後も被災地の方々の

声に耳を傾けながら、様々な方々と協力しつつ、当研究所としても復興を支援していきたい

と考えています。 

 

文責：泉貴子（国際防災戦略研究分野） 
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